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久しぶりにピエモンテ州に行ってきました。ヴォゴーニャは、スイスとの国境の街、ドモドッソーラ

の一つ手前にある人口 1700人の小さな村です。この村も「最も美しい村」で推薦されています。ヴ

ォゴーニャ駅は、無人駅で、この駅で降りたの客は一人だけでした。アルプスの山々がこの村の周り

を囲み、風光明媚で如何にも涼しそうなのですが、逆にとても暑いところでした。この村はトーチェ

川流域 Val d’Ossola（オッソーラ渓谷）の盆地にあります。14世紀に、トーチェ川の上流側地域を

ドモドッソーラが支配をし、この下流側地域は、ミラノのコントロール下でヴォゴーニャが支配をし

ていた歴史を持っています。1348年にはヴィスコンテオ城が建てられ、村の周りの要塞も堅固なも

のとなっていました。従って、昔は、ドモドッソーラに対抗する大きな街だったのです。1819年に

この地域の管轄権を失ってから、村は衰退して、現在のような小さな村となってしまいました。 

 

この日は快晴で、列車から見える山々が非常にきれいで、思わず車窓からの撮影をしてしまいました。

実は、ストレーザを通るときにの、マッジョーレ湖とボッロメオ諸島の撮影を試みたのですが、列車

のスピードが速すぎて失敗に終わっていました。 

 

 

駅から村の全景を望んだ後、「最も美しい村」のガイドに従って歩いてみました。村から離れたサン・

ピエトロ礼拝堂が最初の目的地です。大通りを歩いて 5分ほどで到着するはずですが何もありませ

ん。適当に脇の路地に入り偶然にも小さなサン・ピエトロ礼拝堂を見つけました。運がよくなければ

見つからないような小さな礼拝堂です。礼拝堂は紀元 1000年前後の建造で中には 15世紀のフレス

コ画が素晴らしいのですが、鍵がかかっていて中には入れません。仕方なく、窓からのぞきました。 

 



この礼拝堂から、先ほどの大通りに戻り、今度は村に向かいます。村の入り口には古い小さな井戸と

礼拝堂がありました。こちらの方がずっと趣があります。 

 

 

入り口にある大きな教区教会とその奥の山の麓に建つ城を横目で見ながら、ガイドに従い村の中へと

入っていきます。この村の中のメインストリートであるローマ通りに入ると、14世紀に建てられた

プレトリオ宮殿、サンタ・マルタ教会、マルケサの家等を含む村並を見て回りました。こういう村並

は嫌いではありません。次第に、ガイドとは違う路地に入り込んでいました。この村は、山の斜面に

出来た城壁に囲まれた村なのです。一番外側に城壁があり、そこの道は Sotto le Muraと呼ばれて一

番低いところです。その直ぐ横に Sopra le Muraというちょっと高くなった道があります。その上

にローマ通りがあり、ローマ通りから少し登ったところにヴィスコンテオ城があります。 

 

 



 

 

村をひと回りして、やっと 14世紀に建てられたヴィスコンテオ城にたどり着きました。ガイドどお

りに歩くと、ちょっとじれったいですね。何しろ、村に入ってから、このヴィスコンテオ城は村のど

こからでも良く見えているのです。それに、ガイドどおりに歩いていたおかげで、12時になり、ヴ

ィスコンテオ城は昼休みとなってしまって城の中には入ることが出来ませんでした。 

 

 

 

もともと、目的地はヴィスコンテオ城ではなかったので、時間的に城の中に入ることが出来なくて良

かったのかもしれません。城の脇の道を通り抜けて山の中腹のジェネストレド村を目指しました。結

構険しい登りの山道は、サンダルではちょっときつかったのですが、何とか、標高 350メートルの

ジェネストレド村に到着。この村はヴォゴーニャ村の Comuneに属する更に小さな村です。山の中



腹のこの村の建物は全て石造りで中世そのままです。村の中の小さな広場にはマリア様と冷たい山の

水が湧き出ています。但し、飲み水ではありませんとちゃんと書いてありました。でも、暑さと登り

道で疲れ果てている体が、冷たい水で顔や手足を洗うと、みるみる生き返ってくるのがわかります。 

 

 

村からは比較的平坦な山道が更に続きます。この先には、今や廃墟となっている 10世紀頃に建てら

れた城砦跡（ロッカ）があり、そこまで山道は続いています。親切にも、ロッカへの道案内もちゃん

とあります。ここまで来るとロッカまで行かないわけには行きません。しばらくすると崖淵にあるロ

ッカが見えてきました。ロッカだけではなく、この標高（350メートル）からの眺めは最高です。 

 

 

山の裾野を歩いて、やっと、崖淵のロッカ（正確にはロッカの廃墟）に到着です。村までの山道では



数人と出会いましたが、村からロッカへの山道では誰にも遭っていません。それなのに、ロッカの中

に入ると、中年夫婦が水着で日光浴をしていたのです。こっちはびっくりしましたが、彼らは、さす

がにイタリア人です。気軽に“ボン・ジョルノ”と声をかけてきました。それはともかく、ここから

の景色は百万ドルです。廃墟のロッカとそこからの景観は、直ぐに、中年夫婦の水着姿を頭の中から

消し去ってくれました。暑くて疲れたけど、ここまで登って来て良かった。 

 

 

 

登りは 1時間近くかかった山道も帰りは 30分でした。2時過ぎの列車に乗るために駅に向かって、

この日の「小さな旅」は終了となりました。 

 

ヴォゴーニャへの旅程は簡単です。ポルタ・ガリバルディからドモドッソーラ行き（2時間間隔）の

レジョナーレに乗って、ドモドッソーラのひとつ前の駅のヴォゴーニャ駅まで、ポルタ・ガリバルデ

ィから 2時間弱で到着します（7.45ユーロ）。この列車はマッジョーレ湖を通りますから、夏の朝は

マッジョーレ湖へのレジャー客でいっぱいです。但し、ほとんどの乗客はアローナとストレーザ、又

はその間の駅で降りてしまいます。ストレーザを過ぎると、列車はがらがらですが、景色は、ガラッ

と変わってアルプスの山々が望めるようになります。今回は、快晴の空に山々がとてもきれいでした。 

 

ヴォゴーニャ駅からは、健脚に物を言わせてただ歩くだけですから、戻りの列車の時間に合わせたハ

イキングの計画を練るだけです。但し、ヴォゴーニャ駅は、無人駅ですから、ポルタ・ガリバルディ

では往復チケットを購入してください。また、ヴォゴーニャ駅の打刻機は全て壊れていました。従っ

て、チケットには手書きで、日、時間と駅名を記入しました。 


